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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、使用するプラットフォームおよ

びソフトウェアリリースの Bug Search Toolおよびリリースノートを参照してください。このモ
ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/
go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

スイッチセットアップ設定の実行に関する情報
IPアドレスの割り当ておよびDHCP自動設定を含む初期スイッチ設定タスクを実行する前に、こ
のモジュールのセクションを確認します。
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スイッチブートプロセス

スイッチを起動するには、ハードウェアインストレーションガイドの手順にしたがって、スイッ

チのインストールと電源投入、およびスイッチの初期設定（IPアドレス、サブネットマスク、デ
フォルトゲートウェイ、シークレット、Telnetパスワードなど）を行う必要があります。

通常の起動プロセスにはブートローダソフトウェアの動作が含まれ、以下のアクティビティが実

行されます。

•下位レベルの CPU初期化を行います。CPUレジスタを初期化することにより、物理メモリ
がマッピングされる場所、容量、速度などを制御します。

• CPUサブシステムの電源投入時セルフテスト（POST）を実行し、システムDRAMをテスト
します。

•システムボード上のファイルシステムを初期化します。

•デフォルトのオペレーティングシステムソフトウェアイメージをメモリにロードし、スイッ
チを起動します。

ブートローダにより、オペレーティングシステムがロードされる前に、ファイルシステムにア

クセスすることができます。ブートローダの使用目的は通常、オペレーティングシステムのロー

ド、展開、および起動に限定されます。オペレーティングシステムがCPUを制御できるようにな
ると、ブートローダは、次にシステムがリセットされるか電源が投入されるまでは非アクティブ

になります。

また、オペレーティングシステムが使用不可能になるほどの重大な障害が発生した場合は、ブー

トローダはシステムにトラップドアからアクセスします。トラップドアメカニズムによりシステ

ムへのアクセスを十分に行うことで、必要に応じて、XMODEMプロトコルを使用してオペレー
ティングシステムのソフトウェアイメージを再インストールし、失われたパスワードを回復し、

最終的にオペレーティングシステムを再起動できます。

スイッチ情報を割り当てるには、PCまたは端末をコンソールポートに接続するか、PCをイーサ
ネット管理ポートに接続して、PCまたは端末エミュレーションソフトウェアのボーレートおよ
びキャラクタフォーマットをスイッチのコンソールポートの設定と一致させておく必要がありま

す。

•デフォルトのボーレートは 9600です。

•デフォルトのデータビットは 8です。

データビットオプションを 8に設定した場合、パリティオプションは「な
し」に設定します。

（注）

•デフォルトのストップビットは 2（マイナー）です。

•デフォルトのパリティ設定は「なし」です。
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ソフトウェアインストーラ機能

次のスイッチでソフトウェアインストーラ機能がサポートされます。

•スタンドアロンスイッチ、スイッチスタック、またはスタック内のスイッチのサブセット
でのソフトウェアバンドルのインストール。デフォルトでは、スイッチスタックが設定さ

れている場合、すべてのスイッチでインストールが行われます。

•以前にインストールしたパッケージセットへのソフトウェアロールバック。

•有効なインストール済みパッケージがブートフラッシュに存在しない場合の緊急インストー
ル。

•互換性のないソフトウェアを持つスイッチスタックに参加しているスイッチの自動アップグ
レード。

•スイッチスタック内の別のスイッチにパッケージをインストールするための供給元として 1
台のスイッチのパッケージを使用してのインストール。

ソフトウェアインストールおよびロールバックは、インストールモードのみで実行している

ときに行う必要があります。software expandEXECコマンドを使用すると、ブートのバンドル
モードをインストールモードに変換できます。

（注）

ソフトウェアのブートモード

スイッチでは、ソフトウェアパッケージを起動するための次の 2種類のモードがサポートされて
います。

•インストールモード

•バンドルモード

関連トピック

例 :インストールモードでのソフトウェアブートアップディスプレイ, （36ページ）

例：緊急インストール, （38ページ）

インストールモードでのブート

以下のフラッシュ内のソフトウェアパッケージのプロビジョニングファイルを起動して、インス

トールモードでスイッチを起動できます:
Switch: boot flash:packages.conf
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プロビジョニングファイルには、起動、マウント、実行するソフトウェアパッケージのリストが

含まれます。インストールされている各パッケージの ISOファイルシステムは、フラッシュから
ルートファイルシステムに直接マウントされます。

インストールモードで起動するために使用するパッケージとプロビジョニングファイルは、

フラッシュに保存する必要があります。usbflash0または tftp:からインストールモードで起動
することはサポートされていません。

（注）

関連トピック

例 :インストールモードでのソフトウェアブートアップディスプレイ, （36ページ）

例：緊急インストール, （38ページ）

バンドルモードでのブート

バンドル（.bin）ファイルを使用して、スイッチをバンドルモードでブートできます：
switch: boot flash:cat3850-universalk9.SSA.03.08.83.EMD.150-8.83.EMD.bin

バンドルに含まれるプロビジョニングファイルは、どのパッケージを起動、マウント、および実

行するかを判断するために使用されます。パッケージはバンドルから取得され、RAMにコピーさ
れます。各パッケージの ISOファイルシステムは、ルートファイルシステムにマウントされま
す。

インストールモードでの起動とは異なり、バンドルモードでの起動では、バンドルのサイズに対

応するサイズの追加メモリが使用されます。

インストールモードでの起動とは異なり、バンドルモードでの起動は複数のメディアから利用で

きます：

• flash:

• usbflash0:

• tftp:

バンドルモードでの起動では、自動インストールおよびスマートインストール機能はサポー

トされません。

（注）

バンドルモードでの起動では、APイメージのプレダウンロード機能はサポートされません。
プレダウンロード機能の詳細については、Cisco WLC 5700シリーズの「Preloading an Image to
Access Points（アクセスポイントへのイメージのダウンロード）」の章を参照してください。

（注）
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関連トピック

例 :インストールモードでのソフトウェアブートアップディスプレイ, （36ページ）

例：緊急インストール, （38ページ）

スイッチスタックのブートモード

スタック内のすべてのスイッチは、インストールモードまたはブートモードで実行している必要

があります。混合モードのスタックはサポートされません。新しいスイッチが、別のブートモー

ドのスタックに参加する場合、新しいスイッチは、V不一致状態となります。

混合モードのスイッチスタックが同時に起動されると、アクティブ以外のモードで起動するス

イッチだけがV不一致状態になります。ブートモードが自動アップグレードをサポートしない場
合、スイッチスタックメンバはアクティブスイッチと同じブートモードで再起動する必要があ

ります。

スタックがインストールモードで実行されている場合、スイッチスタックに参加しようとしてい

る新しいスイッチを自動的にアップグレードするために、自動アップグレード機能が使用できま

す。

自動アップグレード機能により新しいスイッチのブートモードがインストールモードに変更され

ます。スタックがバンドルモードでのブートで実行されている場合、自動アップグレード機能は

使用できなくなります。スイッチスタックに参加できるように、バンドルモードを使用して新し

いスイッチを起動する必要があります。

次の例では、ブートモードがアクティブスイッチと互換性がない場合に、スイッチスタックに

参加しようとするスイッチの状態を示します。

Device# show switch

Switch/Stack Mac Address : 6400.f125.1100 - Local Mac Address
Mac persistency wait time: Indefinite
H/W Current
Switch# Role Mac Address Priority Version State
------------------------------------------------------------
1 Member 6400 f125.1a00 1 0 V-Mismatch
*2 Active 6400.f125.1100 1 V01 Ready
Device

スイッチ情報の割り当て

IP情報を割り当てるには、スイッチのセットアッププログラムを使用する方法、Dynamic Host
Configuration Protocol（DHCP）サーバを使用する方法、または手動で実行する方法があります。

特定の IP情報の設定が必要な場合、スイッチのセットアッププログラムを使用してください。こ
のプログラムを使用すると、ホスト名とイネーブルシークレットパスワードを設定することもで

きます。
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また、任意で、Telnetパスワードを割り当てたり（リモート管理中のセキュリティ確保のため）、
スイッチをクラスタのコマンドまたはメンバスイッチとして、あるいはスタンドアロンスイッチ

として設定したりできます。

サーバの設定後は DHCPサーバを使用して、IP情報の集中管理と自動割り当てを行います。

DHCPを使用している場合は、スイッチが動的に割り当てられた IPアドレスを受信してコン
フィギュレーションファイルを読み込むまでは、セットアッププログラムからの質問に応答

しないでください。

（注）

スイッチの設定手順を熟知している経験豊富なユーザの場合は、スイッチを手動で設定してくだ

さい。それ以外のユーザは、「ブートプロセス」で説明したセットアッププログラムを使用して

ください。

デフォルトのスイッチ情報

表 1：デフォルトのスイッチ情報

デフォルト設定機能

IPアドレスまたはサブネットマスクは定義さ
れていません。

IPアドレスおよびサブネットマスク

デフォルトゲートウェイは定義されていませ

ん。

デフォルトゲートウェイ

パスワードは定義されていません。イネーブルシークレットパスワード

出荷時に割り当てられるデフォルトのホスト名

は、スイッチです。

Hostname

パスワードは定義されていません。Telnetパスワード

ディセーブルクラスタコマンドスイッチ機能

クラスタ名は定義されません。クラスタ名

DHCP ベースの自動設定の概要
DHCPは、インターネットホストおよびインターネットワーキングデバイスに設定情報を提供し
ます。このプロトコルには、2つのコンポーネントがあります。1つはDHCPサーバからデバイス
にコンフィギュレーションパラメータを提供するコンポーネント、もう 1つはデバイスにネット
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ワークアドレスを割り当てるコンポーネントです。DHCPはクライアント/サーバモデルに基づい
ています。指定されたDHCPサーバが、動的に設定されるデバイスに対して、ネットワークアド
レスを割り当て、コンフィギュレーションパラメータを提供します。スイッチは、DHCPクライ
アントおよび DHCPサーバとして機能できます。

DHCPベースの自動設定では、スイッチ（DHCPクライアント）は起動時に、IPアドレス情報お
よびコンフィギュレーションファイルを使用して自動的に設定されます。

DHCPベースの自動設定を使用すると、スイッチ上で DHCPクライアント側の設定を行う必要は
ありません。ただし、DHCPサーバで、IPアドレスに関連した各種リースオプションを設定する
必要があります。

DHCPを使用してネットワーク上のコンフィギュレーションファイルの場所をリレーする場合は、
TFTPサーバおよびドメインネームシステム（DNS）サーバの設定が必要になることがあります。

スイッチスタックと DHCP、DNS、TFTPサーバとの間では冗長接続を確立することを推奨し
ます。接続されているスタックメンバーがスイッチスタックから削除された場合でも、これ

らのサーバがアクセス可能なまま維持されるように保証するうえで役立ちます。

（注）

スイッチの DHCPサーバは、スイッチと同じ LAN上に配置することも、そのスイッチとは別の
LAN上に配置することもできます。DHCPサーバが異なる LAN上で動作している場合、スイッ
チと DHCPサーバ間に、DHCPのリレーデバイスを設定する必要があります。リレーデバイス
は、直接接続されている 2つの LAN間でブロードキャストトラフィックを転送します。ルータ
はブロードキャストパケットを転送しませんが、受信したパケットの宛先 IPアドレスに基づいて
パケットを転送します。

DHCPベースの自動設定は、スイッチの BOOTPクライアント機能に代わるものです。

DHCP クライアントの要求プロセス
スイッチを起動したときに、スイッチにコンフィギュレーションファイルがない場合、DHCPク
ライアントが呼び出され、DHCPクライアントがDHCPサーバに設定情報を要求します。コンフィ
ギュレーションファイルが存在し、その設定に特定のルーテッドインターフェイスの ip address
dhcpインターフェイスコンフィギュレーションコマンドが含まれる場合、DHCPクライアント
が呼び出され、DHCPクライアントがインターフェイスに IPアドレス情報を要求します。

次は、DHCPクライアントと DHCPサーバの間で交換される一連のメッセージです。

図 1：DHCP クライアント/サーバ間のメッセージ交換
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クライアントであるスイッチAは、DHCPサーバの場所を特定するために、DHCPDISCOVERメッ
セージをブロードキャストします。DHCPサーバは、DHCPOFFERユニキャストメッセージによっ
て、使用可能なコンフィギュレーションパラメータ（IPアドレス、サブネットマスク、ゲート
ウェイ IPアドレス、DNS IPアドレス、IPアドレス用のリースなど）をクライアントに提示しま
す。

DHCPREQUESTブロードキャストメッセージでは、クライアントは、提示された設定情報に対し
て、DHCPサーバに正式な要求を戻します。この正式な要求はブロードキャストされるため、ク
ライアントから DHCPDISCOVERブロードキャストメッセージを受信した他のすべての DHCP
サーバは、クライアントに提示した IPアドレスを再利用できます。

DHCPサーバは、DHCPACKユニキャストメッセージをクライアントに戻すことで、IPアドレス
がクライアントに割り当てられたことを確認します。このメッセージによって、クライアントと

サーバはバウンドされ、クライアントはサーバから受信した設定情報を使用します。スイッチの

受信する情報量は、DHCPサーバの設定方法によって異なります。

DHCPOFFERユニキャストメッセージによって送信されたコンフィギュレーションパラメータが
無効である（コンフィギュレーションエラーがある）場合、クライアントは DHCPサーバに、
DHCPDECLINEブロードキャストメッセージを戻します。

DHCPサーバはクライアントに、提示されたコンフィギュレーションパラメータが割り当てられ
ていない、パラメータのネゴシエーション中にエラーが発生した、またはDHCPOFFERメッセー
ジに対するクライアントの応答が遅れている（DHCPサーバがパラメータを別のクライアントに
割り当てた）という意味の DHCPNAK拒否ブロードキャストメッセージを送信します。

DHCPクライアントは、複数の DHCPサーバまたは BOOTPサーバから提示を受け取り、そのう
ちの任意の 1つを受け入れることができますが、通常は最初に受け取った提示を受け入れます。
DHCPサーバから提示された IPアドレスが必ずしもクライアントに割り当てられるわけではあり
ません。ただし、サーバは通常、クライアントが正式にアドレスを要求するまではアドレスを確

保しておきます。スイッチがBOOTPサーバからの応答を受け入れ、自身を設定する場合、スイッ
チはスイッチコンフィギュレーションファイルを取得するために、TFTP要求をユニキャストす
るのではなくブロードキャストします。

DHCPホスト名オプションにより、スイッチのグループはホスト名および標準コンフィギュレー
ションを集中管理型DHCPサーバから取得できます。クライアント（スイッチ）はDCHPDISCOVER
メッセージ内に、DHCPサーバからのホスト名および他のコンフィギュレーションパラメータの
要求に使用される Option 12フィールドを加えます。すべてのクライアントのコンフィギュレー
ションファイルは、DHCPから取得したホスト名を除き、まったく同じです。

クライアントにデフォルトのホスト名がある場合（hostname nameグローバルコンフィギュレー
ションコマンドを設定していないか、no hostnameグローバルコンフィギュレーションコマンド
を使用してホスト名を削除していない場合）は、ip address dhcpインターフェイスコンフィギュ
レーションコマンドを入力すると、DHCPのホスト名オプションがパケットに含まれません。こ
の場合、インターフェイスの IPアドレスを取得中にクライアントがDHCPとの相互作用でDHCP
ホスト名オプションを受信した場合、クライアントは DHCPホスト名オプションを受け入れて、
システムに設定済みのホスト名があることを示すフラグが設定されます。
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DHCP ベースの自動設定およびイメージアップデート
DHCPイメージアップグレード機能を使用すると、ネットワーク内の 1つ以上のスイッチに新し
いイメージファイルおよび新しいコンフィギュレーションファイルをダウンロードするように

DHCPサーバを設定できます。ネットワーク内のすべてのスイッチでのイメージおよびコンフィ
ギュレーションの同時アップグレードによって、ネットワークに加えられたそれぞれの新しいス

イッチが、同じイメージとコンフィギュレーションを確実に受信するようになります。

DHCPイメージアップグレードには、自動設定およびイメージアップデートの 2つのタイプがあ
ります。

DHCP ベースの自動設定の制約事項
•ネットワーク内に割り当てられた IPアドレスがなく、1つ以上のレイヤ 3インターフェイス
が起動してない場合は、設定プロセスが保存されたDHCPベースの自動設定は停止します。

•タイムアウトを設定しない限り、設定機能を備えている DHCPベースの自動設定は IPアド
レスのダウンロードを無期限に繰り返します。

•コンフィギュレーションファイルをダウンロードできないか破損している場合は、自動イン
ストールプロセスが停止します。

• TFTPからダウンロードされたコンフィギュレーションファイルは、実行コンフィギュレー
ション内の既存コンフィギュレーションとマージされますが、write memoryまたは
copy running-configuration startup-configuration特権 EXECコマンドを入力しない限り、
NVRAMに保存されません。ダウンロードされたコンフィギュレーションがスタートアップ
コンフィギュレーションに保存された場合、後続のシステム再起動中にこの機能はトリガー

されません。

DHCP 自動設定
DHCP自動設定は、コンフィギュレーションファイルを DHCPサーバからネットワーク内の 1つ
以上のスイッチにダウンロードします。ダウンロードされたコンフィギュレーションファイル

は、スイッチの実行コンフィギュレーションファイルになります。このファイルは、スイッチが

リロードされるまで、フラッシュメモリに保存されたブートアップコンフィギュレーションを上

書きしません。

DHCP 自動イメージアップデート
DHCP自動設定とともに DHCP自動イメージアップグレードを使用すると、コンフィギュレー
ションおよび新しいイメージをネットワーク内の 1つ以上のスイッチにダウンロードできます。
新しいコンフィギュレーションおよび新しいイメージをダウンロードしている 1つのスイッチス
イッチ（または複数のスイッチ）は、ブランク（つまり、出荷時のデフォルト設定がロードされ

ている状態）にできます。
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コンフィギュレーションをすでに持っているスイッチに新しいコンフィギュレーションをダウン

ロードすると、ダウンロードされたコンフィギュレーションは、スイッチに保存されているコン

フィギュレーションファイルに追加されます（どの既存のコンフィギュレーションファイルも、

ダウンロードされたファイルに上書きされません）。

スイッチのDHCP自動イメージアップデートをイネーブルにするには、イメージファイルおよび
コンフィギュレーションファイルがある TFTPサーバを、正しいオプション 67（コンフィギュ
レーションファイル名）、オプション66（DHCPサーバホスト名）、オプション150（TFTPサー
バアドレス）、およびオプション 125（Cisco IOSイメージファイルの説明）の設定で設定する必
要があります。

スイッチをネットワークに設置すると、自動イメージアップデート機能が開始します。ダウン

ロードされたコンフィギュレーションファイルはスイッチの実行コンフィギュレーションに保存

され、新しいイメージがダウンロードされてスイッチにインストールされます。スイッチを再起

動すると、このコンフィギュレーションがスイッチのコンフィギュレーションに保存されます。

DHCP サーバ設定時の注意事項
デバイスを DHCPサーバとして設定する場合、次の注意事項に従ってください。

• DHCPサーバには、スイッチのハードウェアアドレスによって各スイッチと結び付けられて
いる予約済みのリースを設定する必要があります。

•スイッチに IPアドレス情報を受信させるには、DHCPサーバに次のリースオプションを設
定する必要があります。

◦クライアントの IPアドレス（必須）

◦クライアントのサブネットマスク（必須）

◦ DNSサーバの IPアドレス（任意）

◦ルータの IPアドレス（スイッチで使用するデフォルトゲートウェイアドレス）（必
須）

•スイッチに TFTPサーバからコンフィギュレーションファイルを受信させる場合は、DHCP
サーバに次のリースオプションを設定する必要があります。

◦ TFTPサーバ名（必須）

◦ブートファイル名（クライアントが必要とするコンフィギュレーションファイル名）
（推奨）

◦ホスト名（任意）

• DHCPサーバの設定によっては、スイッチは IPアドレス情報またはコンフィギュレーション
ファイル、あるいはその両方を受信できます。

•前述のリースオプションを設定しなかった場合、DHCPサーバは、設定されたパラメータの
みを使用してクライアントの要求に応答します。IPアドレスおよびサブネットマスクが応答
に含まれていないと、スイッチは設定されません。ルータの IPアドレスまたは TFTPサーバ
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名が見つからなかった場合、スイッチは TFTP要求をユニキャストしないでブロードキャス
トする場合があります。その他のリースオプションは、使用できなくても自動設定には影響

しません。

•スイッチはDHCPサーバとして動作可能です。デフォルトでは、Cisco IOSDHCPサーバおよ
びDHCPリレーエージェント機能はスイッチ上でイネーブルにされていますが、設定されて
いません。（これらの機能は動作しません）

TFTP サーバの目的
DHCPサーバの設定に基づいて、スイッチはTFTPサーバから1つまたは複数のコンフィギュレー
ションファイルをダウンロードしようとします。TFTPサーバへの IP接続に必要なすべてのオプ
ションについてスイッチに応答するよう DHCPを設定している場合で、なおかつ、TFTPサーバ
名、アドレス、およびコンフィギュレーションファイル名を指定してDHCPサーバを設定してい
る場合、スイッチは指定された TFTPサーバから指定されたコンフィギュレーションファイルを
ダウンロードしようとします。

コンフィギュレーションファイル名、およびTFTPサーバを指定しなかった場合、またはコンフィ
ギュレーションファイルをダウンロードできなかった場合は、スイッチはファイル名とTFTPサー
バアドレスをさまざまに組み合わせてコンフィギュレーションファイルをダウンロードしようと

します。ファイルには、特定のコンフィギュレーションファイル名（存在する場合）と次のファ

イルが指定されています。network-config、cisconet.cfg、hostname.config、または hostname.cfgで
す。この場合、hostnameはスイッチの現在のホスト名です。使用される TFTPサーバアドレスに
は、（存在する場合）指定された TFTPサーバのアドレス、およびブロードキャストアドレス
（255.255.255.255）が含まれています。

スイッチが正常にコンフィギュレーションファイルをダウンロードするには、TFTPサーバのベー
スディレクトリに 1つまたは複数のコンフィギュレーションファイルが含まれていなければなり
ません。含めることのできるファイルは、次のとおりです。

• DHCP応答で指定されているコンフィギュレーションファイル（実際のスイッチコンフィ
ギュレーションファイル）。

• network-confgまたは cisconet.cfgファイル（デフォルトのコンフィギュレーションファイル）

• router-confgまたは ciscortr.cfgファイル（これらのファイルには、すべてのスイッチに共通の
コマンドが含まれています。通常、DHCPおよび TFTPサーバが適切に設定されていれば、
これらのファイルはアクセスされません）

DHCPサーバリースデータベースに TFTPサーバ名を指定する場合は、DNSサーバのデータベー
スに TFTPサーバ名と IPアドレスのマッピングを設定することも必要です。

使用する TFTPサーバが、スイッチとは異なる LAN上にある場合、またはスイッチがブロード
キャストアドレスを使用してアクセスした場合（前述のすべての必須情報がDHCPサーバの応答
に含まれていない場合に発生）は、リレーを設定してTFTPサーバにTFTPパケットを転送する必
要があります。適切な解決方法は、必要なすべての情報を使用して DHCPサーバを設定すること
です。
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DNS サーバの目的
DHCPサーバは、DNSサーバを使用して TFTPサーバ名を IPアドレスに変換します。DNSサーバ
上で、TFTPサーバ名から IPアドレスへのマッピングを設定する必要があります。TFTPサーバに
は、スイッチのコンフィギュレーションファイルが存在します。

DHCPの応答時に IPアドレスを取得する DHCPサーバのリースデータベースに、DNSサーバの
IPアドレスを設定できます。リースデータベースには、DNSサーバの IPアドレスを 2つまで入
力できます。

DNSサーバは、スイッチと同じ LAN上に配置することも、別の LAN上に配置することもできま
す。DNSサーバが別の LAN上に存在する場合、スイッチはルータを介して DNSサーバにアクセ
スできなければなりません。

コンフィギュレーションファイルの入手方法

IPアドレスおよびコンフィギュレーションファイル名がDHCPで専用のリースとして取得できる
かどうかに応じて、スイッチは次の方法で設定情報を入手します。

• IPアドレスおよびコンフィギュレーションファイル名が、スイッチ用に予約され、DHCP応
答（1ファイル読み込み方式）で提供されている場合

スイッチはDHCPサーバから、IPアドレス、サブネットマスク、TFTPサーバアドレス、お
よびコンフィギュレーションファイル名を受信します。スイッチは、TFTPサーバにユニキャ
ストメッセージを送信し、指定されたコンフィギュレーションファイルをサーバのベース

ディレクトリから取得して、ブートアッププロセスを完了します。

•スイッチのIPアドレスおよびコンフィギュレーションファイル名が予約されているが、DHCP
応答に TFTPサーバアドレスが含まれていない場合（1ファイル読み込み方式）。

スイッチは DHCPサーバから、IPアドレス、サブネットマスク、およびコンフィギュレー
ションファイル名を受信します。スイッチは、TFTPサーバにブロードキャストメッセージ
を送信し、指定されたコンフィギュレーションファイルをサーバのベースディレクトリか

ら取得して、ブートアッププロセスを完了します。

• IPアドレスだけがスイッチ用に予約され、DHCP応答で提供されており、コンフィギュレー
ションファイル名は提供されない場合（2ファイル読み込み方式）

スイッチは DHCPサーバから、IPアドレス、サブネットマスク、および TFTPサーバアド
レスを受信します。スイッチは、TFTPサーバにユニキャストメッセージを送信し、
network-confgまたは cisconet.cfgのデフォルトコンフィギュレーションファイルを取得しま
す（network-confgファイルが読み込めない場合、スイッチは cisconet.cfgファイルを読み込み
ます）。

デフォルトコンフィギュレーションファイルには、スイッチのホスト名から IPアドレスへ
のマッピングが含まれています。スイッチは、ファイルの情報をホストテーブルに書き込

み、ホスト名を入手します。ファイルにホスト名がない場合、スイッチはDHCP応答で指定
されたホスト名を使用します。DHCP応答でホスト名が指定されていない場合、スイッチは
デフォルトのスイッチをホスト名として使用します。
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デフォルトのコンフィギュレーションファイルまたは DHCP応答からホスト名を入手した
後、スイッチはホスト名と同じ名前のコンフィギュレーションファイル（network-confgまた
は cisconet.cfgのどちらが先に読み込まれたかに応じて、hostname-confgまたは hostname.cfg）
を TFTPサーバから読み込みます。cisconet.cfgファイルが読み込まれている場合は、ホスト
のファイル名は 8文字に切り捨てられます。

network-confg、cisconet.cfg、またはホスト名と同じ名前のファイルを読み込むことができな
い場合、スイッチは router-confgファイルを読み込みます。router-confgファイルを読み込む
ことができない場合、スイッチは ciscortr.cfgファイルを読み込みます。

DHCP応答から TFTPサーバを入手できなかった場合、ユニキャスト伝送によるコンフィギュ
レーションファイルの読み込みにすべて失敗した場合、または TFTPサーバ名を IPアドレス
に変換できない場合には、スイッチは TFTPサーバ要求をブロードキャストします。

（注）

環境変数の制御方法

通常動作スイッチでは、9600 bpsに設定されているコンソール接続のみを通じてブートローダ
モードを開始します。電源コードを再接続中にスイッチ電源コードを取り外し、[Mode]ボタンを
押します。オレンジ色のシステムLEDのすべてが点灯するようになったら、[Mode]ボタンを放し
ます。ブートローダのスイッチプロンプトが表示されます。

スイッチのブートローダソフトウェアは不揮発性の環境変数をサポートするため、これらの環境

変数を使用して、ブートローダまたはシステムで稼働する他のソフトウェアの動作を制御できま

す。ブートローダの環境変数は、UNIXまたは DOSシステムで設定できる環境変数と類似してい
ます。

値を持つ環境変数は、フラッシュファイルシステムの外にあるフラッシュメモリに保存されま

す。

ファイルの各行には、環境変数名と等号に続いて、その変数の値が指定されます。変数が存在し

ない場合は、変数の値はありません。値がヌルストリングと表示された場合は、変数に値が設定

されています。ヌルストリング（たとえば " "）が設定されている変数は、値が設定された変数で
す。多くの環境変数は事前に定義されており、デフォルト値が設定されています。

環境変数の設定を変更するには、ブートローダにアクセスするか、Cisco IOSコマンドを使用しま
す。通常の環境では、環境変数の設定を変更する必要はありません。

一般的な環境変数

この表では、最も一般的な環境変数の機能について説明します。
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表 2：一般的な環境変数

Cisco IOS グローバルコンフィギュ
レーションコマンド

ブートローダコマンド変数

boot system {filesystem: /file-url ...|
switch {number | all}}

次回の起動時にロードする Cisco
IOSイメージ、および、イメージ
がロードされるスタックメンバを

指定します。このコマンドは、

BOOT環境変数の設定を変更しま
す。

パッケージプロビジョニングファ

イルは、packages.confファイルと
も呼ばれ、起動時にどのソフトウェ

アパッケージをアクティブ化する

かを判断するために、システムが

使用するものです。

•インストールモードで起動す
る場合、アクティブ化する

パッケージを指定するため

に、bootコマンドで指定され
たパッケージプロビジョニン

グファイルが使用されます。

例：boot flash:packages.conf。

•バンドルモードで起動する場
合、起動したバンドルに含ま

れているパッケージのプロビ

ジョニングファイルがバンド

ルに含まれているパッケージ

のアクティブ化に使用されま

す。例：boot flash:image.bin。

set BOOT filesystem:/ file-url
...

自動起動時にロードして実

行を試みる、セミコロンで

区切られた実行可能ファイ

ルのリスト。

BOOT
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Cisco IOS グローバルコンフィギュ
レーションコマンド

ブートローダコマンド変数

boot manual

次回の起動時にスイッチを手動で

起動できるようにします。

MANUAL_BOOT環境変数の設定
が変更されます。

次回のシステム再起動時には、ス

イッチはブートローダモードにな

ります。システムを起動するには、

boot flash: filesystem:/ file-urlブート
ローダコマンドを使用してブート

可能なイメージの名前を指定しま

す。

set MANUAL_BOOT yes

スイッチの起動を自動で行

うか手動で行うかを決定し

ます。

有効な値は 1、yes、0、お
よび noです。noまたは 0
に設定されている場合、

ブートローダはシステムを

自動的に起動しようとしま

す。それ以外の値に設定さ

れている場合は、ブート

ローダモードから手動でス

イッチを起動する必要があ

ります。

MANUAL_BOOT

boot config-file flash:/ file-url

Cisco IOSがシステム設定の不揮発
性コピーの読み書きに使用するファ

イル名を指定します。このコマン

ドによって、CONFIG_FILE環境変
数が変更されます。

set CONFIG_FILE flash:/
file-url

Cisco IOSがシステムコン
フィギュレーションの不揮

発性コピーの読み書きに使

用するファイル名を変更し

ます。

CONFIG_FILE

switch current-stack-member-number
renumber new-stack-member-number

スタックメンバのメンバ番号を変

更します。

set SWITCH_NUMBER
stack-member-number

スタックメンバのメンバ番

号を変更します。

SWITCH_NUMBER

switch stack-member-numberpriority
priority-number

スタックメンバのプライオリティ

値を変更します。

set SWITCH_PRIORITY
stack-member-number

スタックメンバのプライオ

リティ値を変更します。

SWITCH_PRIORITY

line console 0

speed speed-value

ボーレートを設定します。

set BAUD baud-rateBAUD

boot enable-break switch yes/no

自動起動時のbreakをイネーブルに
します。breakコマンドの入力に与
えられた時間は 5秒です。

setENABLE_BREAKyes/noENABLE_BREAK
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TFTP の環境変数

イーサネット管理ポートを通してスイッチに PCを接続していると、TFTPでブートローダに対し
てコンフィギュレーションファイルのアップロードまたはダウンロードができます。このテーブ

ルの環境変数が設定されていることを確認します。

表 3：TFTP の環境変数

説明変数

スイッチのMACアドレスを指定します。

変数は変更しないことを推奨しま

す。

（注）

ただし、ブートローダを稼働した後に変数を変

更した場合、またはこの変数が保存されている

値と異なる場合は、TFTPを使用する前にこの
コマンドを入力します。新しい値を有効にする

ためにリセットする必要があります。

MAC_ADDR

スイッチの関連付けられた IPサブネットに IP
アドレスおよびサブネットマスクを指定しま

す。

IP_ADDRESS

デフォルトゲートウェイに IPアドレスおよび
サブネットマスクを指定します。

DEFAULT_ROUTER

ソフトウェアイメージのリロードのスケジューリング

スイッチ上でソフトウェアイメージのリロードを後で（深夜や週末など、スイッチをあまり使用

しないときに）行うよう、スケジュールを設定できます。または（ネットワーク内のすべてのス

イッチでソフトウェアのアップグレードを実行する場合などに）ネットワーク全体でリロードを

同時に行うことができます。

リロードのスケジュールは、約 24日以内に設定する必要があります。（注）

リロードオプションには以下のものがあります。

•指定した分数、または時間および分数が経過したときに、ソフトウェアがリロードされま
す。リロードは、約 24時間以内に実行する必要があります。最大 255文字で、リロードの
理由を指定できます。
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•ソフトウェアのリロードが（24時間制で）指定された時間に有効になります。月日を指定す
ると、指定された日時にリロードが行われるようにスケジュールが設定されます。月日を指

定しなかった場合、リロードは当日の指定時刻に行われます（指定時刻が現時刻より後の場

合）。または翌日の指定時刻に行われます（指定時刻が現在時刻よりも前の場合）。00:00
を指定すると、深夜 0時のリロードが設定されます。

reloadコマンドはシステムを停止させます。手動で起動することが設定されていない限り、シス
テムは自動的に再起動します。

手動で起動するようにスイッチが設定されている場合、仮想端末からリロードを実行しないでく

ださい。これは、スイッチがブートローダモードになることでリモートユーザが制御を失う、

ということを防止するための制約です。

コンフィギュレーションファイルを変更すると、リロードの前にコンフィギュレーションを保存

するように指示するプロンプトがスイッチにより表示されます。保存操作時に、CONFIG_FILE環
境変数がすでに存在しないスタートアップコンフィギュレーションファイルを示していた場合、

保存を続行するかどうかという問い合わせがシステムから出されます。その状況のまま続けると、

リロード時にセットアップモードが開始されます。

スケジュールがすでに設定されたリロードを取り消すには、reload cancel特権 EXECコマンドを
使用します。

スイッチ設定コンフィギュレーションの実行方法
DHCPを使用してスイッチに新しいイメージおよび新しいコンフィギュレーションをダウンロー
ドするには、少なくとも 2つのスイッチを設定する必要があります。1つ目のスイッチは DHCP
サーバおよびTFTPサーバと同じように機能し、2つ目のスイッチ（クライアント）は新しいコン
フィギュレーションファイル、または新しいコンフィギュレーションファイルおよび新しいイ

メージファイルをダウンロードするように設定されています。

DHCP 自動設定（コンフィギュレーションファイルだけ）の設定
このタスクでは、新しいスイッチ。の自動設定をサポートできるように、ネットワーク内の既存

のスイッチで TFTPや DHCP設定の DHCP自動設定を行う方法を示します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

DHCPサーバアドレスプールの名前を作成
し、DHCPプールコンフィギュレーション
モードを開始します。

ip dhcp pool poolname

例：

Device(config)# ip dhcp pool

ステップ 2   

pool

ブートイメージとして使用されるコンフィ

ギュレーションファイルの名前を指定しま

す。

boot filename

例：

Device(dhcp-config)# boot

ステップ 3   

config-boot.text

DHCPアドレスプールのサブネットネット
ワーク番号およびマスクを指定します。

network network-number mask
prefix-length

例：

Device(dhcp-config)# network

ステップ 4   

プレフィックス長は、アドレスプ

レフィックスを構成するビット数を

指定します。プレフィックスは、ク

ライアントのネットワークマスク

を指定する二者択一の方法です。プ

レフィックス長は、スラッシュ（/）
で開始する必要があります。

（注）

10.10.10.0 255.255.255.0

DHCPクライアントのデフォルトルータの
IPアドレスを指定します。

default-router address

例：

Device(dhcp-config)#

ステップ 5   

default-router 10.10.10.1

TFTPサーバの IPアドレスを指定します。option 150 address

例：

Device(dhcp-config)# option 150

ステップ 6   

10.10.10.1

グローバルコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit

例：

Device(dhcp-config)# exit

ステップ 7   

TFTPサーバ上のコンフィギュレーション
ファイルを指定します。

tftp-server flash:filename.text

例：

Device(config)# tftp-server

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

flash:config-boot.text

コンフィギュレーションファイルを受信する

クライアントのアドレスを指定します。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface

ステップ 9   

gigabitethernet1/0/4

インターフェイスをレイヤ 3モードにしま
す。

no switchport

例：

Device(config-if)# no switchport

ステップ 10   

IPアドレスとインターフェイスのマスクを指
定します。

ip address address mask

例：

Device(config-if)# ip address

ステップ 11   

10.10.10.1 255.255.255.0

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 12   

関連トピック

例：DHCPサーバとしてのスイッチの設定, （39ページ）

DHCP 自動イメージアップデート（コンフィギュレーションファイル
およびイメージ）の設定

このタスクでは、新しいスイッチのインストールをサポートするように既存のスイッチで TFTP
および DHCPを設定する DHCP自動設定について説明します。

はじめる前に

最初にスイッチにアップロードするテキストファイル（たとえば、autoinstall_dhcp）を作成しま
す。テキストファイルに、ダウンロードするイメージの名前を指定します（たとえば、

c3750e-ipservices-mz.122-44.3.SE.tarc3750x-ipservices-mz.122-53.3.SE2.tar）。このイメージは、bin
ファイルでなく、tarファイルである必要があります。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュ

レーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステッ

プ 1   

DHCPサーバアドレス
プールの名前を作成し、

ip dhcp pool poolname

例：

Device(config)# ip dhcp pool pool1

ステッ

プ 2   
DHCPプールコンフィ
ギュレーションモードを

開始します。

ブートイメージとして使

用されるファイルの名前

を指定します。

boot filename

例：

Device(dhcp-config)# boot config-boot.text

ステッ

プ 3   

DHCPアドレスプールの
サブネットネットワーク

network network-number mask prefix-length

例：

Device(dhcp-config)# network 10.10.10.0 255.255.255.0

ステッ

プ 4   
番号およびマスクを指定

します。

プレフィックス

長は、アドレス

プレフィックス

を構成するビッ

ト数を指定しま

す。プレフィッ

クスは、クライ

アントのネット

ワークマスク

を指定する二者

択一の方法で

す。プレフィッ

クス長は、ス

ラッシュ（/）
で開始する必要

があります。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

DHCPクライアントのデ
フォルトルータの IPアド
レスを指定します。

default-router address

例：

Device(dhcp-config)# default-router 10.10.10.1

ステッ

プ 5   

TFTPサーバの IPアドレ
スを指定します。

option 150 address

例：

Device(dhcp-config)# option 150 10.10.10.1

ステッ

プ 6   

イメージファイルのパス

を記述したテキストファ

option 125 hex

例：

Device(dhcp-config)# option 125 hex

ステッ

プ 7   
イルのパスを指定しま

す。
0000.0009.0a05.08661.7574.6f69.6e73.7461.6c6c.5f64.686370

スイッチに、テキスト

ファイルをアップロード

します。

copy tftp flash filename.txt

例：

Device(config)# copy tftp flash image.bin

ステッ

プ 8   

スイッチに、新しいイ

メージの tarファイルを
アップロードします。

copy tftp flash imagename.bin

例：

Device(config)# copy tftp flash image.bin

ステッ

プ 9   

グローバルコンフィギュ

レーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(dhcp-config)# exit

ステッ

プ 10   

TFTPサーバ上の Cisco
IOSコンフィギュレー

tftp-server flash: config.text

例：

Device(config)# tftp-server flash:config-boot.text

ステッ

プ 11   
ションファイルを指定し

ます。

TFTPサーバ上のイメー
ジ名を指定します。

tftp-server flash: imagename.bin

例：

Device(config)# tftp-server flash:image.bin

ステッ

プ 12   
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目的コマンドまたはアクション

ダウンロードするイメー

ジファイルの名前を記述

tftp-server flash: filename.txt

例：

Device(config)# tftp-server flash:boot-config.text

ステッ

プ 13   
したテキストファイルを

指定します。

コンフィギュレーション

ファイルを受信するクラ

interface interface-id

例：

Device(config)# interface gigabitEthernet1/0/4

ステッ

プ 14   
イアントのアドレスを指

定します。

インターフェイスをレイ

ヤ 3モードにします。
no switchport

例：

Device(config-if)# no switchport

ステッ

プ 15   

IPアドレスとインター
フェイスのマスクを指定

します。

ip address address mask

例：

Device(config-if)# ip address 10.10.10.1 255.255.255.0

ステッ

プ 16   

特権EXECモードに戻り
ます。

end

例：

Device(config-if)# end

ステッ

プ 17   

（任意）コンフィギュ

レーションファイルに設

定を保存します。

copyrunning-configstartup-config

例：

Device(config-if)# end

ステッ

プ 18   

関連トピック

例：DHCP自動イメージアップデートの設定, （39ページ）
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DHCP サーバからファイルをダウンロードするクライアントの設定

レイヤ3インターフェイスだけを設定してイネーブルにする必要があります。保存されている
コンフィギュレーションのDHCPベースの自動設定に IPアドレスを割り当てないでください。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 1   

保存されているコンフィギュレーションで

自動設定をイネーブルにします。

boot host dhcp

例：

Device(conf)# boot host dhcp

ステップ 2   

（任意）システムがコンフィギュレーショ

ンファイルをダウンロードしようとする時

間を設定します。

boot host retry timeout timeout-value

例：

Device(conf)# boot host retry

ステップ 3   

タイムアウトを設定しないと、シ

ステムは無期限にDHCPサーバか
ら IPアドレスを取得しようとし
ます。

（注）
timeout 300

（任意）コンフィギュレーションファイル

を NVRAMに保存しようとするときに表示
される警告メッセージを作成します。

banner config-save ^C
warning-message^C

例：

Device(conf)# banner config-save

ステップ 4   

^C Caution - Saving Configuration
File
to NVRAM May Cause You to No
longer Automatically Download
Configuration Files at Reboot^C

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

設定を確認します。show boot

例：

Device# show boot

ステップ 6   

関連トピック

例：DHCPサーバから設定をダウンロードするためのスイッチの設定, （40ページ）

複数の SVI への IP 情報の手動割り当て
このタスクでは、複数のスイッチ仮想インターフェイス（SVI）に IP情報を手動で割り当てる方
法について説明します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 1   

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始して、IP情報が割り当てられている VLAN
を指定します。指定できる範囲は 1～ 4094です。

interface vlan vlan-id

例：

Device(config)# interface

ステップ 2   

vlan 99

IPアドレスとサブネットマスクを入力します。ip address ip-address
subnet-mask

ステップ 3   

例：

Device(config-vlan)# ip
address 10.10.10.2
255.255.255.0
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-vlan)# exit

ステップ 4   

スイッチに直接接続しているネクストホップのルー

タインターフェイスの IPアドレスを入力します。
ip default-gateway ip-address

例：

Device(config)# ip

ステップ 5   

このスイッチにはデフォルトゲートウェイが設定

されています。デフォルトゲートウェイは、スイッ

チスイッチから宛先 IPアドレスを取得していない
IPパケットを受信します。

default-gateway 10.10.10.1

デフォルトゲートウェイが設定されると、スイッ

チは、ホストが接続する必要のあるリモートネッ

トワークに接続できます。

IPでルーティングするようにスイッチを
設定した場合、デフォルトゲートウェイ

の設定は不要です。

（注）

デフォルトゲートウェイの構成に基づい

て、スイッチのCAPWAPは中継を行い、
ルーティングされたアクセスポイントと

スイッチの接続をサポートします。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 6   

設定された IPアドレスを確認します。show interfaces vlan vlan-id

例：

Device# show interfaces vlan

ステップ 7   

99

設定されたデフォルトゲートウェイを確認します。show ip redirects

例：

Device# show ip redirects

ステップ 8   

統合プラットフォームコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE 3.3SE（Catalyst 3850 スイッチ）

   OL-30686-01-J 25

スイッチのセットアップ設定の実行

複数の SVI への IP 情報の手動割り当て



スイッチのスタートアップコンフィギュレーションの変更

システムコンフィギュレーションを読み書きするためのファイル名の指定

Cisco IOSソフトウェアは、デフォルトで config.textファイルを使用して、システムコンフィギュ
レーションの不揮発性コピーを読み書きします。別のファイル名を指定することもできます。次

回の起動時には、その名前のファイルが読み込まれます。

はじめる前に

このタスクではスタンドアロンのスイッチを使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：

Switch# configure terminal

ステップ 1   

次回の起動時に読み込むコンフィギュレーショ

ンファイルを指定します。

boot flash:/file-url

例：

Switch(config)# boot

ステップ 2   

file-url：パス（ディレクトリ）およびコンフィ
ギュレーションファイル名。

flash:config.text
ファイル名およびディレクトリ名は、大文字と

小文字を区別します。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Switch(config)# end

ステップ 3   

入力を確認します。show boot

例：

Switch# show boot

ステップ 4   

boot グローバルコンフィギュレーションコマ
ンドによって、CONFIG_FILE環境変数の設定
が変更されます。

（任意）コンフィギュレーションファイルに設

定を保存します。

copyrunning-configstartup-config

例：

Switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   
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スイッチの手動による起動

スイッチはデフォルトで自動的に起動しますが、手動で起動するように設定することもできます。

はじめる前に

このタスクのスタンドアロンスイッチを使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 1   

次回の起動時に、スイッチを手動で起動できるよ

うにします。

boot manual

例：

Device(config)# boot manual

ステップ 2   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config)# end

ステップ 3   

入力を確認します。show boot

例：

Device# show boot

ステップ 4   

boot manualグローバルコンフィギュレーション
コマンドによって、MANUAL_BOOT環境変数の
設定が変更されます。

次回、システムを再起動したときには、スイッチ

はブートローダモードになり、ブートローダモー

ドであることが switch:プロンプトによって示され
ます。システムを起動するには、boot
filesystem:/file-urlブートローダコマンドを使用し
ます。

• filesystem：システムボードのフラッシュデバ
イスに flash:を使用します。
Switch: boot flash:
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目的コマンドまたはアクション

• file-url：パス（ディレクトリ）および起動可
能なイメージの名前を指定します。

ファイル名およびディレクトリ名は、大文字と小

文字を区別します。

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copyrunning-configstartup-config

例：

Device# copy running-config

ステップ 5   

startup-config

Deviceをインストールモードで起動する

手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）FTPまたは
TFTPサーバから、bin

cp source_file_path destination_file_path

例：
Switch#
copy

ス

テッ

プ 1   ファイル

（image.bin）をUSB
フラッシュにコピーし

ます。

tftp://10.0.0.6/cat3k_caa-universalk9.SSA.03.12.02.EZP.150-12.02.EZP.150-12.02.EZP.bin
flash:

フラッシュ、FTP、
TFTP、HTTP、または

software expand file source_file_path

例：

ス

テッ

プ 2   HTTPSサーバに保存さ
れたbinファイルを、起TFTPからの binファイルの解凍：

Switch# request platform software package expand switch all file
tftp://10.0.0.2/cat3k_caa-universalk9.SSA.03.09.37.EXP.150-9.37.EXP.bin to flash: 動したスイッチに解凍

します。
packages.conf
ファイルが拡

張されたファ

イル内に含ま

れていること

を確認しま

す。

（注）

Preparing expand operation ...
[1]: Downloading file
tftp://10.0.0.2/cat3k_caa-universalk9.SSA.03.09.37.EXP.150-9.37.EXP.bin to active switch
1
[1]: Finished downloading file
tftp://10.0.0.2/cat3k_caa-universalk9.SSA.03.09.37.EXP.150-9.37.
EXP.bin to active switch 1
[1]: Copying software from active switch 1 to switch 2
[1]: Finished copying software to switch 2
[1 2]: Expanding bundle cat3k_caa-universalk9.SSA.03.09.37.EXP.150-9.37.EXP.bin
[1 2]: Copying package files
[1 2]: Package files copied
[1 2]: Finished expanding bundle cat3k_caa-universalk9.SSA.03.09.37.EXP.150-9.37.EXP.bin

18 -rw- 74387812 Dec 7 2012 05:55:43 +00:00 cat3k_caa-base.SSA.03.09.37.EXP.pkg
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目的コマンドまたはアクション

19 -rw- 2738868 Dec 7 2012 05:55:44 +00:00
cat3k_caa-drivers.SSA.03.09.37.EXP.pkg

20 -rw- 32465772 Dec 7 2012 05:55:44 +00:00
cat3k_caa-infra.SSA.03.09.37.EXP.pkg

21 -rw- 30389036 Dec 7 2012 05:55:44 +00:00
cat3k_caa-iosd-universalk9.SSA.150-9.37.EXP.pkg

22 -rw- 18342624 Dec 7 2012 05:55:44 +00:00
cat3k_caa-platform.SSA.03.09.37.EXP.pkg

23 -rw- 63374028 Dec 7 2012 05:55:44 +00:00 cat3k_caa-wcm.SSA.10.0.10.14.pkg

17 -rw- 1239 Dec 7 2012 05:56:29 +00:00 packages.conf

TFTPからの binファイルの解凍：
Switch# software expand file
tftp://10.0.0.2/cat3k_caa-universalk9.SSA.03.09.37.EXP.150-9.37.EXP.bin to flash:
Preparing expand operation ...
[1]: Downloading file
tftp://10.0.0.2/cat3k_caa-universalk9.SSA.03.09.37.EXP.150-9.37.EXP.bin to active switch
1
[1]: Finished downloading file
tftp://10.0.0.2/cat3k_caa-universalk9.SSA.03.09.37.EXP.150-9.37.
EXP.bin to active switch 1
[1]: Copying software from active switch 1 to switch 2
[1]: Finished copying software to switch 2
[1 2]: Expanding bundle cat3k_caa-universalk9.SSA.03.09.37.EXP.150-9.37.EXP.bin
[1 2]: Copying package files
[1 2]: Package files copied
[1 2]: Finished expanding bundle cat3k_caa-universalk9.SSA.03.09.37.EXP.150-9.37.EXP.bin

18 -rw- 74387812 Dec 7 2012 05:55:43 +00:00 cat3k_caa-base.SSA.03.09.37.EXP.pkg

19 -rw- 2738868 Dec 7 2012 05:55:44 +00:00
cat3k_caa-drivers.SSA.03.09.37.EXP.pkg

20 -rw- 32465772 Dec 7 2012 05:55:44 +00:00
cat3k_caa-infra.SSA.03.09.37.EXP.pkg

21 -rw- 30389036 Dec 7 2012 05:55:44 +00:00
cat3k_caa-iosd-universalk9.SSA.150-9.37.EXP.pkg

22 -rw- 18342624 Dec 7 2012 05:55:44 +00:00
cat3k_caa-platform.SSA.03.09.37.EXP.pkg

23 -rw- 63374028 Dec 7 2012 05:55:44 +00:00 cat3k_caa-wcm.SSA.10.0.10.14.pkg

17 -rw- 1239 Dec 7 2012 05:56:29 +00:00 packages.conf

スイッチをリロードし

ます。

reload

例：
Switch# reload

ス

テッ

プ 3   
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目的コマンドまたはアクション

packages.conf
スイッチファ

イルを使用し

て手動または

自動で起動で

きます。手動

で起動した場

合、ステップ

4に進むこと
ができます。

それ以外の場

合、スイッチ

は自動的に起

動します。

（注）

packages.confファ
イルでスイッチをブー

トします。

boot flash:packages.conf

例：
Switch: boot flash:packages.conf

ス

テッ

プ 4   

スイッチがインストー

ルモードであることを

確認します。

show version

例：
switch# show version

ス

テッ

プ 5   

Switch Ports Model SW Version SW Image Mode
------ ----- ----- ---------- ---------- ----

1 6 WS-C3850-6DS-S 03.09.26.EXP ct3850-ipservicesk9 INSTALL

Deviceをバンドルモードで起動する
スイッチを起動するには、いくつかの方法があります。1つは、TFTPサーバから binファイルを
コピーしてスイッチを起動する方法です。または、boot flash:<image.bin>コマンドか、boot
usbflash0:<image.bin>コマンドを使用して、スイッチをフラッシュまたはUSBフラッシュから直
接起動することもできます。

以下の手順は、バンドルモードで TFTPサーバからスイッチを起動する方法を示します。
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手順

目

的

コマンドまたはアクション

ブー

ト

switch:BOOT=<source path of .bin file>

例：
switch:BOOT=tftp://10.0.0.2/cat3k_caa-universalk9.SSA.03.09.37.EXP.150-9.37.EXP.bin

ス

テッ

プ 1   パ

ラ

メー

タ

を

設

定

し

ま

す。

ス

イッ

boot

例：
switch: boot

ス

テッ

プ 2   チ

を

ブー

ト

し

ま

す。

ス

イッ

show version

例：
switch# show version

Switch Ports Model SW Version SW Image Mode

ス

テッ

プ 3   チ

が

バ
------ ----- ----- ---------- ---------- ----

1 6 WS-C3850-6DS-S 03.09.40.EXP ct3850-ipservicesk9 BUNDLE ン

ド

ル

モー

ド

で

あ

る

こ

と

を

確

認
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目

的

コマンドまたはアクション

し

ま

す。

スイッチスタックで特定のソフトウェアイメージを起動する場合

スイッチはデフォルトで、BOOT環境変数の情報を使用して、システムを自動的に起動しようと
します。この変数が設定されていない場合、スイッチは、フラッシュファイルシステム全体に再

帰的に縦型検索し、最初の実行可能イメージをロードして実行しようとします。ディレクトリの

縦型検索では、検出した各サブディレクトリを完全に検索してから元のディレクトリでの検索を

続けます。起動する具体的なイメージを指定することもできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュ

レーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Switch# configure terminal

ステッ

プ 1   

（任意）スタックのス

イッチについては、次回

boot system switch {number | all}

例：

Switch(config)# boot system switch all

ステッ

プ 2   
起動時にシステムイメー

ジをロードするスイッチ

メンバを指定します。flash:cat3850-universalk9.SSA.03.08.83.EMD.150-8.83.EMD.bin

•スタックメンバを
指定するには、

numberを使用しま
す（1つのスタック
メンバのみを指

定）。

•すべてのスタック
メンバを指定するに

は、allを使用しま
す。
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目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードに戻り
ます。

end

例：

Switch(config)# end

ステッ

プ 3   

入力を確認します。show boot system

例：

Switch# show boot system

ステッ

プ 4   boot systemグローバル
コマンドは、BOOT環境
変数の設定を変更しま

す。

次回の起動時に、スイッ

チはBOOT環境変数の情
報を使用して、システム

を自動的に起動しようと

します。

（任意）コンフィギュ

レーションファイルに設

定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

Switch# copy running-config startup-config

ステッ

プ 5   

ソフトウェアイメージのリロードのスケジュール設定

このタスクでは、ソフトウェアイメージを後でリロードするようにスイッチを設定する方法につ

いて説明します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

reloadコマンドを使用する前に、スイッチの設定情
報をスタートアップコンフィギュレーションに保

存します。

copy running-config
startup-config

例：
copy running-config
startup-config

ステップ 2   

指定した分数、または時間および分数が経過したと

きに、ソフトウェアがリロードされるようにスケ

reload in [hh:]mm [text]

例：

Device(config)# reload in 12

ステップ 3   

ジュールを設定します。リロードは、約 24日以内
に実行する必要があります。最大 255文字で、リ
ロードの理由を指定できます。

System configuration has
been modified. Save?
[yes/no]: y

スイッチスタックのソフトウェアのリロードをス

ケジューリングします。

reload slot
[stack-member-number]

例：

Device(config)# reload slot

ステップ 4   

6

Proceed with reload?
[confirm] y

リロードを実行する時間を、時間数と分数で指定し

ます。

reload at hh:mm [month day | day
month] [text]

例：

Device(config)# reload at
14:00

ステップ 5   

スイッチのシステムクロックが（ネット

ワークタイムプロトコル（NTP）、ハー
ドウェアカレンダー、または手動で）設

定されている場合にのみ、atキーワード
を使用します。時刻は、スイッチに設定

されたタイムゾーンに基づきます。リロー

ドが複数のスイッチで同時に行われるよ

うにスケジューリングするには、各スイッ

チの時間が NTPと同期している必要があ
ります。

（注）

以前にスケジューリングされたリロードをキャンセ

ルします。

reload cancel

例：

Device(config)# reload cancel

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

以前スイッチにスケジューリングされたリロードに

関する情報、またはリロードがスケジューリングさ

れているかを表示します。

show reload

例：
show reload

ステップ 7   

スイッチのセットアップ設定のモニタリング

例：スイッチ実行コンフィギュレーションの確認

Device# show running-config
Building configuration...

Current configuration: 1363 bytes
!
version 12.4
no service pad
service timestamps debug uptime
service timestamps log uptime
no service password-encryption
!
hostname Stack1
!
enable secret 5 $1$ej9.$DMUvAUnZOAmvmgqBEzIxE0
!
.
<output truncated>
.
interface gigabitethernet6/0/2
mvr type source

<output truncated>

...!
interface VLAN1
ip address 172.20.137.50 255.255.255.0
no ip directed-broadcast
!
ip default-gateway 172.20.137.1 !
!
snmp-server community private RW
snmp-server community public RO
snmp-server community private@es0 RW
snmp-server community public@es0 RO
snmp-server chassis-id 0x12
!
end
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例 : インストールモードでのソフトウェアブートアップディスプレイ
この例では、インストールモードでのソフトウェアブートアップの表示を示します。
switch: boot flash:packages.conf

Getting rest of image
Reading full image into memory....done
Reading full base package into memory...: done = 74596432
Nova Bundle Image
--------------------------------------
Kernel Address : 0x6042f354
Kernel Size : 0x318412/3245074
Initramfs Address : 0x60747768
Initramfs Size : 0xdc08e8/14420200
Compression Format: .mzip

Bootable image at @ ram:0x6042f354
Bootable image segment 0 address range [0x81100000, 0x81b80000] is in range [0x80180000,
0x90000000].
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@boot_system:
377
Loading Linux kernel with entry point 0x811060f0 ...
Bootloader: Done loading app on core_mask: 0xf

### Launching Linux Kernel (flags = 0x5)

All packages are Digitally Signed
Starting System Services
Nov 7 09:57:05 %IOSXE-1-PLATFORM: process stack-mgr: %STACKMGR-1-DISC_START: Switch 2 is
starting stack discovery
#######################################################################################################################
Nov 7 09:59:07 %IOSXE-1-PLATFORM: process stack-mgr: %STACKMGR-1-DISC_DONE: Switch 2 has
finished stack discovery
Nov 7 09:59:07 %IOSXE-1-PLATFORM: process stack-mgr: %STACKMGR-1-SWITCH_ADDED: Switch 2 has
been added to the stack
Nov 7 09:59:14 %IOSXE-1-PLATFORM: process stack-mgr: %STACKMGR-1-ACTIVE_ELECTED: Switch 2
has been elected ACTIVE

Restricted Rights Legend

Use, duplication, or disclosure by the Government is
subject to restrictions as set forth in subparagraph
(c) of the Commercial Computer Software - Restricted
Rights clause at FAR sec. 52.227-19 and subparagraph
(c) (1) (ii) of the Rights in Technical Data and Computer
Software clause at DFARS sec. 252.227-7013.

cisco Systems, Inc.
170 West Tasman Drive
San Jose, California 95134-1706

Cisco IOS Software, IOS-XE Software, Catalyst L3 Switch Software (CAT3K_CAA-UNIVERSALK9-M),

Version 03.09.12.EMD EARLY DEPLOYMENT ENGINEERING NOVA_WEEKLY BUILD, synced to
DSGS_PI2_POSTPC_FLO_DSBU7_NG3K_1105
Copyright (c) 1986-2012 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Sun 04-Nov-12 22:53 by gereddy
License level to iosd is ipservices

この例では、バンドルモードでのソフトウェアブートアップの表示を示します。
switch: boot flash:cat3k_caa-universalk9.SSA.03.09.12.EMD.150-9.12.EMD.bin

Reading full image into
memory..................................................................done
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Nova Bundle Image
--------------------------------------
Kernel Address : 0x6042ff38
Kernel Size : 0x318412/3245074
Initramfs Address : 0x6074834c
Initramfs Size : 0xdc08e8/14420200
Compression Format: .mzip

Bootable image at @ ram:0x6042ff38
Bootable image segment 0 address range [0x81100000, 0x81b80000] is in range [0x80180000,
0x90000000].
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
File "flash:cat3k_caa-universalk9.SSA.03.09.12.EMD.150-9.12.EMD.bin" uncompressed and
installed, entry point: 0x811060f0
Loading Linux kernel with entry point 0x811060f0 ...
Bootloader: Done loading app on core_mask: 0xf

### Launching Linux Kernel (flags = 0x5)

All packages are Digitally Signed
Starting System Services
Nov 7 09:45:49 %IOSXE-1-PLATFORM: process stack-mgr: %STACKMGR-1-DISC_START: Switch 2 is
starting stack discovery
#######################################################################################################################
Nov 7 09:47:50 %IOSXE-1-PLATFORM: process stack-mgr: %STACKMGR-1-DISC_DONE: Switch 2 has
finished stack discovery
Nov 7 09:47:50 %IOSXE-1-PLATFORM: process stack-mgr: %STACKMGR-1-SWITCH_ADDED: Switch 2 has
been added to the stack
Nov 7 09:47:58 %IOSXE-1-PLATFORM: process stack-mgr: %STACKMGR-1-ACTIVE_ELECTED: Switch 2
has been elected ACTIVE

Restricted Rights Legend

Use, duplication, or disclosure by the Government is
subject to restrictions as set forth in subparagraph
(c) of the Commercial Computer Software - Restricted
Rights clause at FAR sec. 52.227-19 and subparagraph
(c) (1) (ii) of the Rights in Technical Data and Computer
Software clause at DFARS sec. 252.227-7013.

cisco Systems, Inc.
170 West Tasman Drive
San Jose, California 95134-1706

Cisco IOS Software, IOS-XE Software, Catalyst L3 Switch Software (CAT3K_CAA-UNIVERSALK9-M),
Version 03.09.12.EMD
EARLY DEPLOYMENT ENGINEERING NOVA_WEEKLY BUILD, synced to DSGS_PI2_POSTPC_FLO_DSBU7_NG3K_1105
Copyright (c) 1986-2012 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Sun 04-Nov-12 22:53 by gereddy
License level to iosd is ipservices

関連トピック

ソフトウェアのブートモード, （3ページ）

インストールモードでのブート, （3ページ）

バンドルモードでのブート, （4ページ）
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例：緊急インストール

以下に、emergency-install bootコマンドが開始された場合の出力サンプルの例を示します。
switch: emergency-install
tftp://192.0.2.47/cat3k/cat3k_caa-universalk9.SSA.03.09.12.EMD.150-9.12.EMD.bin

The bootflash will be erased during install operation, continue (y/n)?y
Starting emergency recovery
(tftp://192.0.2.47/cat3k/cat3k_caa-universalk9.SSA.03.09.12.EMD.150-9.12.EMD.bin)...
Reading full image into memory......................done
Nova Bundle Image
--------------------------------------
Kernel Address : 0x6042e5cc
Kernel Size : 0x318261/3244641
Initramfs Address : 0x60746830
Initramfs Size : 0xdb0fb9/14356409
Compression Format: .mzip

Bootable image at @ ram:0x6042e5cc
Bootable image segment 0 address range [0x81100000, 0x81b80000] is in range [0x80180000,
0x90000000].
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
File "sda9:c3850-recovery.bin" uncompressed and installed, entry point: 0x811060f0
Loading Linux kernel with entry point 0x811060f0 ...
Bootloader: Done loading app on core_mask: 0xf

### Launching Linux Kernel (flags = 0x5)

Initiating Emergency Installation of bundle
tftp://172.19.211.47/cstohs/cat3k_caa-universalk9.SSA.03.09.12.EMD.150-9.12.EMD.bin

Downloading bundle
tftp://192.0.2.47/cat3k/cat3k_caa-universalk9.SSA.03.09.12.EMD.150-9.12.EMD.bin...
Validating bundle
tftp://192.0.2.47/cat3k/cat3k_caa-universalk9.SSA.03.09.12.EMD.150-9.12.EMD.bin...
Installing bundle
tftp://192.0.2.47/cat3k/cat3k_caa-universalk9.SSA.03.09.12.EMD.150-9.12.EMD.bin...
Verifying bundle
tftp://192.0.2.47/cat3k/cat3k_caa-universalk9.SSA.03.09.12.EMD.150-9.12.EMD.bin...
Package cat3k_caa-base.SSA.03.09.12.EMD.pkg is Digitally Signed
Package cat3k_caa-drivers.SSA.03.09.12.EMD.pkg is Digitally Signed
Package cat3k_caa-infra.SSA.03.09.12.EMD.pkg is Digitally Signed
Package cat3k_caa-iosd-universalk9.SSA.150-9.12.EMD.pkg is Digitally Signed
Package cat3k_caa-platform.SSA.03.09.12.EMD.pkg is Digitally Signed
Package cat3k_caa-wcm.SSA.03.09.12.EMD.pkg is Digitally Signed
Preparing flash...
Syncing device...
Emergency Install successful... Rebooting
Restarting system.

Booting...(use DDR clock 667 MHz)Initializing and Testing RAM +++@@@@####...++@@++@@++@@++@

関連トピック

ソフトウェアのブートモード, （3ページ）

インストールモードでのブート, （3ページ）

バンドルモードでのブート, （4ページ）
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スイッチのセットアップを実行する場合の設定例

例：DHCP サーバとしてのスイッチの設定

Device# configure terminal
Device(config)# ip dhcp pool pool1
Device(dhcp-config)# network 10.10.10.0 255.255.255.0
Device(dhcp-config)# boot config-boot.text
Device(dhcp-config)# default-router 10.10.10.1
Device(dhcp-config)# option 150 10.10.10.1
Device(dhcp-config)# exit
Device(config)# tftp-server flash:config-boot.text
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/4
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# ip address 10.10.10.1 255.255.255.0
Device(config-if)# end

関連トピック

DHCP自動設定（コンフィギュレーションファイルだけ）の設定, （17ページ）

例：DHCP 自動イメージアップデートの設定

Device# configure terminal
Device(config)# ip dhcp pool pool1
Device(dhcp-config)# network 10.10.10.0 255.255.255.0
Device(dhcp-config)# boot config-boot.text
Device(dhcp-config)# default-router 10.10.10.1
Device(dhcp-config)# option 150 10.10.10.1
Device(dhcp-config)# option 125 hex 0000.0009.0a05.08661.7574.6f69.6e73.7461.6c6c.5f64.686370

Device(dhcp-config)# exit
Device(config)# tftp-server flash:config-boot.text
Device(config)# tftp-server flash:image_name
Device(config)# tftp-server flash:boot-config.text
Device(config)# tftp-server flash: autoinstall_dhcp
Device(config)# interface gigabitethernet1/0/4
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# ip address 10.10.10.1 255.255.255.0
Device(config-if)# end

関連トピック

DHCP自動イメージアップデート（コンフィギュレーションファイルおよびイメージ）の設
定, （19ページ）
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例：DHCP サーバから設定をダウンロードするためのスイッチの設定
次に、VLAN 99上のレイヤ 3 SVIインターフェイスを使用し、保存されているコンフィギュレー
ションで DHCPベースの自動設定をイネーブルにする例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# boot host dhcp
Device(config)# boot host retry timeout 300
Device(config)# banner config-save ^C Caution - Saving Configuration File to NVRAM May Cause
You to No longer Automatically Download Configuration Files at Reboot^C
Device(config)# vlan 99
Device(config-vlan)# interface vlan 99
Device(config-if)# no shutdown
Device(config-if)# end
Device# show boot
BOOT path-list:
Config file: flash:/config.text
Private Config file: flash:/private-config.text
Enable Break: no
Manual Boot: no
HELPER path-list:
NVRAM/Config file

buffer size: 32768
Timeout for Config

Download: 300 seconds
Config Download

via DHCP: enabled (next boot: enabled)
Device#

関連トピック

DHCPサーバからファイルをダウンロードするクライアントの設定, （23ページ）

例：ソフトウェアイメージのリロードのスケジューリング

次に、当日の午後 7時 30分に、ソフトウェアをスイッチにリロードする例を示します。

Device# reload at 19:30
Reload scheduled for 19:30:00 UTC Wed Jun 5 2013 (in 2 hours and 25 minutes)
Proceed with reload? [confirm]

次に、未来の日時を指定して、ソフトウェアをスイッチにリロードする例を示します。

Device# reload at 02:00 jun 20
Reload scheduled for 02:00:00 UTC Thu Jun 20 2013 (in 344 hours and 53 minutes)
Proceed with reload? [confirm]
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スイッチ設定に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

System Management Command
Reference (Catalyst 3850 Switches)

スイッチセットアップコマンド

ブートローダコマンド

IP Addressing ConfigurationGuide
Library, Cisco IOS XE Release 3S
（Catalyst 3850 Switches）

IOS XE DHCP設定

Catalyst 3850スイッチハード
ウェアインストレーションガ

イド

ハードウェアの設置

Configuration Fundamentals
Command Reference, Cisco IOS
XE Release 3S（Catalyst 3850
Switches）

プラットフォームに依存しないコマンドリファレンス

Configuration Fundamentals
Configuration Guide, Cisco IOS
XE Release 3S（Catalyst 3850
Switches）

プラットフォームに依存しない設定情報

標準および RFC

Title標準/RFC

—なし

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

本リリースでサポートするすべてのMIB
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スイッチ設定に関する追加情報

http://www.cisco.com/go/mibs


シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

スイッチセットアップ設定の機能履歴と情報

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

この機能が導入されました。Cisco IOS XE 3.2SE
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